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 9月号 生きものがすみ移動する、ゴルフ場

 7月号 命はぐくむ農業

 5月号 危機にある昆虫たち

 3月号 2030年までの約束

１月号 生きものが減る国、増える国

 11月号 新しい水との付き合い方2
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＊1 20冊を超える場合は、送料実費をご負担ください（発送前にご連絡します）。

＊2 今月号を含め最新６号が対象です。各号についてご用意分が無くなり次第、

キャンペーンを終了します。予めご了承ください。

今月号はゴルフ場・ゴルフ関係者も対象です

公益財団法人 日本生態系協会

キャンペーン担当　あて

fax.03-5951-2974

head_office@ecosys.or.jp

お
問
合
わ
せ

お
取
り
寄
せ

会報贈呈
キャンペーン

地方自治体の首長、議員、
関連部署、メディア関係者、
ゴルフ場・ゴルフ関係者

限
定

�����月まで

　地球温暖化を食い止め、生きものの多様さを守り再生する

ことは、地域の健全な発展のおおもとです。

　そのため、持続可能な地域づくりのシンクタンクである当協

会では、普及啓発活動の一環として、地方自治体の首長、議

員、関連部署のみなさまやメディア関係者に、この会員向けの

冊子を無償で贈呈し＊１、ご活用いただいています。＊２

　今月号は、テーマが「ゴルフ場」ということから、ゴルフ場や

ゴルフ関係者も対象としました。

　また、一般の方からご連絡いただければ、ご指名の行政機

関の部署や公人にお送りすることも可能です。

　お求め・ご連絡は、お気軽にお寄せください。



会報『エコシステム』 バックナンバー

ふ り が な

お 名 前

〒　　　　　　　－

e-mail ＠

電話番号 　　　　　　 －　　　　　　　   －

📦 お取寄せ内容･お届け先

お取寄せ内容 お求めの号数の、冊数をお書きください。

お届け先 あなたのご所属先にお送りします。

ご 所 属

・地方自治体の首長、議員、関連部署のみなさまやメディア関係者

・ゴルフ場関係者、ゴルフ関係者 （今回限定）

ご所属の確認のため、電話を差し上げる場合があります。

＊ 今月号を含め最新６号が対象です。各号についてご用意分が無くなり次第、キャンペーンを終了します。予めご了承ください。

 20冊を超える場合は、送料実費をご負担ください（発送前にご連絡します）。

📠 03-5951-2974（担当あて）
📧  head_office@ecosys.or.jp

2022年

9月号× 冊
2022年

7月号× 冊
2022年

5月号× 冊
2022年

3月号× 冊
2022年

1月号× 冊
2021年

11月号× 冊

日本では今も自然破壊が止まっておらず、生

きものが減り続けています。私たちの暮らしの

土台となる自然をどのように守れば良いかを

探ります。

生きものが減る国、増える国2022年 1月号 

私たちの生活が豊かすぎたため洪水が頻発す

るようになり、日本では、またダムと堤防の強化

が叫ばれています。生物の多様性と共存する

新しい水との付き合い方が求められています。

新しい水との付き合い方2021年 11月号 

人の生存を支えている昆虫が危機にあります。

良い昆虫も困る昆虫も同時に殺す農薬は、す

ぐ使用中止を。

危機にある昆虫たち2022年 5月号 

日本は、2030年までに、陸域・海域の少なくと

も30％を保全・保護することを約束しました。

さまざまな生態系、種、遺伝子があり、それぞ

れの地域で守る必要があります。

2030年までの約束2022年 3月号 

かつては自然破壊の代名詞だったゴルフ場。

周辺でさらに開発が進んだり、閉鎖ゴルフ場が

増える今、ゴルフ場での多彩な生きものを支え

る機能が注目されています。

生きものがすみ移動する、ゴルフ場2022年 9月号 

青々とした広い水田。思わず深呼吸したくなる。

しかし、待てよ。白鷺や、シギや虫などの命の躍

動がほとんどない、沈黙の田んぼだ。

命はぐくむ農業2022年 7月号 


